
第２回草津市地域包括支援センター運営協議会【資料２】の補足説明

地域ケア会議とは

地域包括支援センターや市が主催し、高齢者支援について医療や介護、福祉などの専門職、地域の関係

者が協働して行う会議。個別ケースの課題分析等を積み重ねることにより、地域に共通した課題を明らか

にし、地域課題の解決につなげる。

〇 地域ケア個別会議 ： 個別課題の解決や、ネットワークの構築、地域課題の発見などを行う。

〇 地域ケア推進会議 ： 地域づくり、資源開発や政策形成を行う。

資料2 P13 重点的な取組＜令和４年度から＞

地域ケア会議に求められる機能のうち、強化するポイント

～地域ケア会議の体系の見直しによって期待する効果～

地域ケア会議を活用し、各会議における機能を発揮することにより、地域包括ケアシステムの深化・推進を図る。

地域課題の抽出力の強化

顕在化している課題の原因は？題

不足しているものは？（サービス・資源・取組など）

未然に防ぐためには？

地域のニーズは？（見えているもの、見えていないもの）

地域課題の解決に向けた道筋の円滑化

解決のために必要な取組は？ （実現の可能性や継続性）

地域課題の共有や解決方法の検討に適した場・メンバーは？

地域づくり・資源開発の実現

どうしたら可能性を広げられるか？どんな地域になってほしいか？

政策形成の実現

各種計画にどう反映するか？ 事業展開や施策の提案

高齢者個人に対する支援の充実 ⇒ 地域で支える社会基盤の整備
地域包括ケアシステム

の深化・推進

＜草津あんしんいきいきプラン（第８期計画）基本理念＞

すべての市民が人として尊重され、一人ひとりがいきいきと輝き、安心して暮らすことのできるまちづくり

地域課題の解決助け合い・支え合いケアマネジメントの質の向上

について


